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地震予知衛星打ち上げプロジェクト寄付金のお願い 
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日本で初めての、地震先行現象研究に特化した人工衛星（日本大学理工学部・山﨑政彦研究室が開発中の超小型

衛星「プレリュード」）の製作が進められており、先般ご案内したご寄付のお願いに対し、多くの皆様からご支援を頂き誠に

ありがとうございました。 

宇宙から電磁気学的な観測を人工衛星で観測することで、地下で起る地震の先行現象が観測される可能性のある事

が 1990 年代より明らかになってきました。フランスは 2004 年先行現象観測に特化した「デメーター」衛星を打ち上げ、中

国も 2018 年 2 月に「CSES 衛星１号機」を、そして２号機を今年の６月１４日に打ち上げました。 

日本も地震先行現象研究の小型衛星の必要性を長年 JAXA(宇宙航空研究開発機構)に説明し、2023 年に日本大学

理工学部・山﨑政彦准教授を研究主幹として開発中の超小型衛星「プレリュード」✴が JAXA の革新的衛星技術実証プロ

グラムに選定されました。この衛星で地震先行現象の科学的理解が飛躍的に進む事が期待されます。 

https://www.cst.nihon-u.ac.jp/news/detail/20230214_1435.html 
お陰様で地震予知衛星の開発は順調に進んでおり、日本大学、静岡県立大学、東海大学や UNISEC（大学宇宙工

学コンソーシアム）等がすでに 4,500 万円ほどの資金をこの衛星作成に支出して参りました。 

https://unisec.jp/unisec/about 
令和 7 年度中の打ち上げも決まり、関係者が一丸となってプロジェクトを推進しており、今後は地上受信設備等の整備

のためにも皆様からのご支援が必要な状況です。 

参考：山崎研究室 YouTube https://www.youtube.com/shorts/EiHQCENSy38 
ご寄付は以下のホームページから UNISEC へお願い致します。なお UNISEC は認定 NPO 法人であり、寄付者は税

制優遇処置を受けることが出来ます（還付金は最大 40%、クレジットカード、銀行振込、他）。また UNISEC へのメッセー

ジ欄には「プレリュード衛星支援のため」として頂ければ幸いです。なおご寄付下さいました皆さまには、確定申告で使

える寄付証明書をご指定の住所に郵送いたします。 

https://unisec.jp/support/donation 
 

ご寄付のための 
ホームページの(UNISEC)     日本大学・山崎研究室の様子など 

QR コード                (3 分 45 秒) 
 

 

 

参考：なぜ宇宙から地震予知研究を行うのか 

 日本周辺ではマグニチュード（M）７クラス（たとえば能登半島地震や阪神大震災、熊本地震等）は１年に１個程度しか発生し

ません。M８クラスとなると１０年に１個程度です。しかし衛星観測では全世界の地震を対象に研究を行う事が可能であり、日本

だけで観測するより約１０倍の地震を観測する事が可能です。 

 さらに東日本大震災発生の４０分ほど前から電離圏の電子密

度が震源地上空のみ非常に大きくなっていた事が発見されまし

た。そしてこの電子密度の上昇を衛星観測が可能になってから

のデータをすべて解析した所、データが存在したマグニチュード

８クラスの巨大地震１９例の全てで全く同じ異常が検出されたの

です。 

 ぜひ次の記事も参考にして頂ければと思います。 

 地震予知研究の最前線 

   https://www.spf.org/opri/newsletter/570_3.html 

 

✳本衛星の設計および開発は日本大学理工学部と静岡県立大学グローバル地域センターが共同で実施しました 


